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高高大大連連携携ワワーーククシショョッッププ(10 月月 22 日日) 

2025 年 10 ⽉ 22 ⽇(⽔)16:10-17:40 に、 

國學院⾼校２年⽣を対象とした⾼⼤連携ワークシ

ョップが國學院⼤學にて開催された。参加⼈数は 

12 名である。経験学習の⼿法を扱いながら「⼤学

で学ぶ意味」について⾼校⽣と考える企画を⾏っ

た。 

⾼校⽣活で夢中になったことや頑張ったこと

を振り返り、⾃分の興味・価値観を整理するワ

ークに取り組んだ。また、⼤学での学びを「⾃

らの興味を起点として広げていくもの」と捉え

る講義を実施し、主体的に学ぶ⼤学⽣活のイメ

ージ形成を促した。最後のテーマトークでは、 

⾼校⽣と⼤学⽣が混成グループで対話し、進路や関⼼
分野について⾃由に意⾒交換を⾏った。 

アンケート結果では、國學院⼤學に経済学部の進学希望度の上昇が⾒られた。問３が参加前、

問４が参加後のグラフである。⼤学⽣のリアルな⽣活を知る機会となり、本学の魅⼒をより具体

的にイメージできるきっかけになったと推察される。また、⼤学⽣が主体的に学び、学⽣⽣活を

楽しんでいる姿に触れたことが、進学意欲の⾼まりにつながったものと考えられる。 

後記 

同じ⾼校の卒業⽣と話す機会を通

して、少しでも⼤学⽣活を⾝近に感

じてもらえていたら嬉しい。⼤学⽣

である私たちにとっても、現役⾼校

⽣と⼀緒に⾼校⽣活を振り返る時間

は⾮常に充実したものだった。今後

も、この企画を継続的に実施できる

よう⼒を尽くしたい。 

（経営学科 4 年 ⼤⽉陽⽃） 
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高高大大連連携携授授業業（（リリーーダダシシッッププ基基礎礎・・12 月月 15 日日）） 

12 ⽉ 15 ⽇、毎週⽉曜⽇ 5・6 限に⾏
われている「リーダーシップ基礎」の授

業に國學院⾼校 1 年⽣ 45 名が参加し

た。 

この授業は受講⽣に積極的な発⾔や能

動的な⾏為を求めたアクティブ・ラーニ

ング型の授業であり、今回は「ファシリ

テーションの実践」を実施した。ファシ

リテーションとは中⽴的な⽴場でチーム

のプロセスを管理し、チームワークを引

き出し、チームの成果が最⼤となるよう

⽀援することである。 

今回は、ファシリテーターのスキルで

ある「⾒える化」と「まとめる」の⼆つ

に特に着⽬し、授業後半では、⼤学⽣と

⾼校⽣たちが協働し、グループワークを

⾏った。 

 

はじめは⼤学⽣、⾼校⽣どちらも⾮常に緊張した⾯持ちを⾒せていたものの、 

⼤学⽣は今まで学んできたリーダーシップのスキルを活かしながら、熱⼼に⾼校⽣たちと

コミュニケーションを取り、⾼校⽣たちはその⼤学⽣たちの思いにこたえるように積極的

にグループワークなどに取り組んでいる様⼦が印象的であった。 

後記（感想） 

授業後半のグループワークでは、⼤
学⽣と⾼校⽣という⽴場の違うものた

ちが、互いに協⼒しながら、1つのこと

に取り組んでいる様⼦を⾒て、ＦＡと

してこの場に⽴ち会わせていただいて

いることに⼼から感謝をしつつ、⾮常

に刺激をもらう機会となった。 

私たちＦＡだけでなく⼤学⽣、⾼校

⽣、それぞれがさまざまな学びを得る

場であったであろうこの時間を今後の

活動にも活かしていってほしいと思

う。 

（経済学科 2 年 ⻑⾕奏⽻） 

ビビジジネネススゲゲーームム 第第12回回 
商商品品開開発発ををししよようう 
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高大連携授業（ビジネスゲーム 12 月 15 日） 
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ワーク②：商品開発の⽅向性を決めよう 25分 

１．4P分析・4C分析に (今回の事例を除く) 、 
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12⽉15⽇、毎週⽉曜⽇ 4 限に⾏われ

ている「ビジネスゲーム」の授業に國

學院⾼校の 1 年⽣計 45 名が参加し

た。本授業では、企業が実際に⾏って

いるさまざまな経営意思決定につい 

て、グループワークを中⼼とした演習

形式で学んでいる。教員から⼀⽅的に

知識やスキルを教わるといった受動的

な学習ではなく、主体的に企業経営を

学ぶ授業であるため、楽しみながら学

ぶ姿が⾒られた。 

第 12 回となる今回の授業では、

「製品ライフサイクル、マーケティン

グミックス」を取り扱った。製品が顧

客の⼿に届くまでを、企業や顧客の⽬
線に⽴って学習し、具体的にどのよう

な製品を売り出すべきかについて議論

した。 

⼤学⽣が前回授業で作成したペルソナをもとに、ターゲットのニーズを勘案するワーク

の際には、⼤学⽣の発案する新製品に対して、⾼校⽣は顧客⽬線に⽴ち、⾼校⽣ならでは

の観点から活発に議論していた。 

後記（感想） 

年齢は異なるものの、初対⾯の学⽣た

ちが、それぞれの観点の違いを活かしあ

いながら授業に取り組んでおり、運営側

を含め、⾼校⽣・⼤学⽣ともに新たな視

点を得ることができ、良い機会になった

と感じた。 

この連携授業を通して、⾼校⽣にとっ

て、アクティブラーニングの存在と楽し

さを知るきっかけとなればと願う。 

（経営学科 2 年 ⼤島⼸弦） 
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2025 年度・國學院⾼校との⾼⼤連携授業を振り返って 

 
2025 年度担当教員 芳賀英明 

 

 

経済学部では、國學院⾼校との「⾼⼤連携授業」を⾏っています。この取り組みでは、

単発の模擬授業等ではなく、より⻑期的に⾼校⽣に⼤学の授業等に参加してもらい、さま

ざまな⾓度から⼤学で学ぶ意義を考えてもらえるような⽇程・内容構成をとっています。 

この取組みの⽬的は、附属⾼校と⼤学との関係を活かした⻑期の取り組みを⾏うことで、

経済学部を志向する國學院⾼校の学⽣を増やすとともに、⾼校、⼤学、さらには法⼈全体

としてのブランド⼒強化に繋げることにあります。 

⾼⼤連携授業は、⾼校 1 年次に以下の①へ参加し、さらに 2 年次に②と③までのイベン

トへ参加する形で⾏われます。本年度の実施⽇程・内容は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

※イベントの詳細は、各イベントの報告書をご参照ください。 

 

本年度においても、各イベントの準備・実施は概ねスムーズに⾏われ、また参加者に対

するアンケート結果も極めて好評でした。⾼校からもこの取り組みを継続したい旨のご要

望を頂いており、次年度も引き続き⼒を⼊れて取り組んでいくことが望まれます。 

※専⾨演習への参加のみ、報告書を別途作成しておりません。概要を以下に記します。 

 

 

 
① 学部専⾨科⽬の授業への参加（対象：⾼校 1 年⽣、2025 年 12 ⽉） 

② 専⾨演習（ゼミ）への参加（対象：⾼校 2 年⽣、2025 年 6 ⽉） 

③ キャリアを考えるワークショップの開催（対象：⾼校 2 年⽣、2025 年 10 ⽉） 

令和7年 6 ⽉ 13 ⽇から 6 ⽉ 21 ⽇にかけて、⾼校⽣ 46 名が 10 ゼミに参加しまし 

た。1 名につき 2 ゼミ（経済分野と経営分野 1 ゼミずつ）に参加する形を取り、ゼミで

学ぶ意義、ゼミでの学び⽅、分野ごとのゼミの内容を体感して頂きました。 
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